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〇人権ポスターの募集・展示 

〇啓発グッズの配布 
〇人権だよりの発行【1/26】 

会
議 

〇総会（書面表決） 

〇事務局会【6/2，2/10】 

〇役員会【2/18】 

〇推進委員研修会【2/18】 

 

人権 
だより 
第４６号 

編集後記：今年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，計画していた人権学習推進委員会での活動が一部中止になりました。

また，人権だよりの発行も本年度は１回のみとなりました。皆様方にはご迷惑をおかけしました。事務局一同次年度へ向けての準備を

しっかりしていきたいと思っております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。（事務局） 
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琴浦公民館 
倉敷市児島下の町9-2-27 
TEL・FAX 086-473-0080 

 

 今年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，６月の総会を中止せざるを得ないこととなり，今

年度に限り，人権学習推進委員会役員・推進委員全員による表決を書面で行いました。表決では賛成多数

で以下の令和２年度の役員及び活動内容が決定されました。 

 

令
和
２
年
度 

琴
浦
中
学
校
区
人
権
学
習 

推
進
委
員
会
名
簿
（
敬
称
略
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●円陣先生の軽く軽妙な語り口に，どんどん落語の世界に引き込まれて

いきました。「人情八百屋」は，人情味あふれる内容で、真に迫る語り口

から登場人物の熱い思いが伝わってこちらも温かい気持ちになりまし

た。コロナ禍の中，人と人が互いに思いやり助け合う絆の大切さを改め

て感じました。 

●人情噺の前段で落語世界の楽しみ方を教えていただいたので，これま

で以上に楽しく聞くことができました。長屋を舞台にした人情噺では，

とても温かな気持ちにさせていただきました。 

 

今年も全国で１２月４日から１０日まで人権週間が実施されました。今年度の

キャッチコピーは，“「誰か」のこと じゃない”でした。 

琴浦中学校では，一人ひとりの人権を守るために，毎年この人権週間期間中に

人権に関わる取組を行っています。そこで，今年の取組について紹介をします。 

その① 秘密の探偵⁉ 

名前が，「秘密の探偵」とネーミングされた取組です。まず感心したのが，こ

の名前です。「秘密の探偵」と聞いただけで，「え？何だろう？」と誰もが興味を

もつのではないでしょうか。私もその一人でした。「どんなことをするのだろ

う？」と。きっと生徒たちも同じ気持ちでこの取組について担任から説明を聞い

たことと想像します。 

その取組について簡単に説明します。朝の会で，クラスの生徒の名前が書かれた紙が１枚生徒全員にそ

れぞれ配られます。生徒は，その紙に書かれた名前の生徒の良い面やその日の良い行いを観察し，帰りの

会までに記入します。そして，帰りの会で担任が回収します。回収後本人に渡し，渡された紙を台紙に貼

り，感想を書きます。次の日は，前日とは違う生徒の名前が書かれた紙が配られます。 

それを４日間連続で行います。 

これを実施した後の生徒の感想は，「自分のことをちゃんと見てくれていてうれ 

しい。」「尊敬してくれてうれしい。」「応援してくれてありがとう。」「自分の良いと 

ころが知れた。」「もっと頑張ろう。」など反応は様々ですが，自己有用感やクラス 

への所属感，存在感を感じることができたようです。自分自身を認めてもらったり， 

ほめてもらったりして，気恥ずかしかったり，照れたりしながらも，自分や他人の 

良さに気づき，新たな努力へのエネルギーをもらったよい取組でした。 

その② 人権を侵害しない，させない，ネットモラルの取組 

今年はコロナ禍で，家で過ごすことが多く，スマホやタブレット，パソコンでインターネットを利用す

る生徒は，今まで以上に増えたと想像ができます。国は，GIGA スクール構想を前倒しして，今年度末か

らの導入を目指し，倉敷市の小中学校でも一人１台端末の整備が進められています。そのような中で，今

一度ネットモラルのことについて考え，正しい利用の仕方について啓発をすることとしました。 

人権週間の期間は過ぎましたが，冬休みを控え，SNS でのトラブルを防止する目的で，生徒にプリント

を配布しました。そして，帰りの会の時間を利用し，ネットモラルのコンテンツビデオを２日連続で視聴

し，SNSの適切な利用の仕方について学びました。最後に，保護者懇談会の時に保護者の方への啓発プリ

ントを配布し，保護者の方の理解と協力をお願いしました。 

琴浦中学校区 

人権啓発キャラクター 

ふわふわちゃん 

 



琴浦西小６年 大福 美琴      琴浦北小４年 白髪 芽依      琴浦北小６年 石井 彩乃     

琴浦西小６年 田中 心温      琴浦中２年 小山 亜唯理 

琴浦東小１年 藤田 結南  

琴浦南小１年 川口 花菜      琴浦南小５年 片山 莉子      琴浦東小５年 多田 叶香 

琴浦中３年 田野 春花 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

各校の作品を９月１５日から
唐琴公民館をスタートに各小
中学校・琴浦公民館と順次１月
２６日まで展示しました。 
本年度もたくさんの力作がそ
ろいました。 

講師に岡山県学校薬剤師会理事を務められている藤原孝子先生をお招きして，人権教育講演会を行い

ました。具体的なお話から，『早寝，早起き，朝ごはん』そして『朝うんち』が子どもの生活リズムを

整えるために，大事なことを再認識しました。また保護者からの質問に，薬について『塗布薬の量，薬

の有効期限，薬の飲ませ方等』新しい情報を得ることもできました。藤原孝子先生の楽しく軽快なお話

に引き込まれ，時間があっという間に過ぎていきました。子どもが，健康で毎日を生き生きと充実感を

もって過ごすためには，規則正しい生活リズムの環境をつくることが，大人の役目であることを認識し

ました。 

「園長先生，たこ焼きおいしかったな～」お祭りごっこを経

験した２歳児クラスの子どもが顔を見るたびに話してくれま

す。こども園では遊びを中心に，子どもたちが『楽しい』と感

じる中で友だちを思いやったり，励ましたりして毎日期待をも

って生活できることを大切にしています。子どもたちの目に見 

えない『こころ』を理解するには保育教諭も一緒に遊び，共に

いろいろな経験をしていく必要があります。朝，おうちの方と

離れるのが嫌で泣いていた子どもも，楽しい遊びを一緒にして

いると「ぼくな～」と自分の気持ちを保育教諭に伝えることが

できます。まずは安心できる大人に自分の思いを伝え，伝わっ

たという実感がもてるようにすることで，人を信じ，自分を大

切にできます。これからも子どもたち一人ひとりと豊かな遊び

と生活を共に経験していきたいと思います。 

 


